







































































































































































































































































































































































































































































































































それから 90年代から 2000年の初めぐらいまで，世界ベスト 3にキヤノンはずっと載っていた．日本
でトップだったように思います．最近見てびっくりしたのは，中国企業がグッと出てきているのです
ね．日本は全体的に地位が低下しているようです．キヤノンは今 5位ぐらいでしょうか．ですからや
はり，時代によって変化する国の産業成長力と特許との関係は，強い相関があるように思います．
質問者：キヤノンは，最初，光学のカメラから始まって，次にインクジェットというかたちで，う
まくイノベーションを繰り返されてこられたと思うのですけれども，次の種はあるのでしょうか．
太田：なかなか難しいご質問ですね．おっしゃるように印刷技術で，キヤノンはちょうどうまい時
期に電子写真とインクジェットの二つを握ってリーダーシップを取れたから成長したのです．この
次はディスプレイと思っていたのです．ところがディスプレイでキヤノンが狙っていた強誘電性液
晶などがなかなかうまくいきませんし，ELも韓国にリーダーシップ取られています．今，キヤノン
はディスプレイを諦めて，医療機器や電子部品の製造装置のほうへリーダーシップを取ろうとして
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いるように見えます．
他社の例ですが，富士フイルムさんは，実にうまく会社を変えてきたと思うのです．インクジェッ
トというのは一種のキラーテクノロジーと私は思っているのです．例えば銀塩写真にとって代わり
ました．この変化に乗り遅れ，被害をこうむった典型的な会社は，イーストマン・コダック社，倒
産ですよね．これに対して富士フイルムさんはいち早く会社を切り替えました．M&Aでインクジェッ
トヘッドとインクの会社を獲得し，液晶フィルムとか化粧品とか，医療分野とか製品を多様化して
写真の落ち込みを埋めた．
他の写真製品メーカーですが，コニカは，ミノルタと合併し，電子写真とインクジェット技術の
両方で商業印刷の分野で成功されています．ドイツのアグファ社は，主製品をインクジェトに切り
替え，インクジェット用紫外線（UV）硬化インクのトップメーカーになろうとして頑張っています．
そういうかたちで事業というのは，このような時代の変化が激しいときは会社を継続しようと思っ
たら，事業内容を変えていかなきゃいけないと思うのですね．それがうまく切り替わったところは
長く続くのでしょうね．オフィスの印刷技術として電子写真とインクジェットがいつまでもリーダー
シップを取っているとは限らないと思っています．良い例がカメラです．携帯電話やスマホの普及
で危機的な状況になりつつあります．そういう意味でキヤノンも強い危機感を相当持っていると思
います．
質問者：なかなか利益が出ないけれども（インクジェット開発を）うまく維持できたのは，財務的
なところはもともと重視されていなかったから，ということでしょうか．
太田：良いご質問ですね．キヤノンは財務を重視する会社です．決してそんなことはありません．
赤字が長く続いたにもかかわらず，テーマを続けることができた要因は何かということに関して，
アメリカのビジネススクールやカナダの大学などから，取材をうけました．
バブルジェットは 1978年に開発チームがスタートしてから，1990年に初めて黒字になるまで，10
年以上かかっているわけです．この間何度かテーマ打ち切りの危機がありましたが，そのたびに幸
運に恵まれ，続けることができました．今は知りませんが，1970年代のキヤノンは，自由闊達で，
リスクにチャレンジできる風土があったように思います．開発段階では，キヤノンの開発 5原則と，
HPとの共同開発に助けられました．御手洗肇所長の支持があったのも大きかったと思います．
製品を出した 1985年から利益が出るまでの 5年間が最も苦しかった時期です．このままではテー
マ継続は難しいと考え，事務機事業の総責任者であった，田中（宏）副社長に相談に行きました．
もし支持が得られなければ辞職覚悟ということで望みました．その結果，技術の内容よりもこの覚
悟が認められたようで，トナーなど事務機事業で最も利益を出している化成品事業部でインクジェッ
トプロジェクトを丸ごと抱えてくれることになりました．インクジェット事業部として独立するま
で，化成品事業部の傘下に入ったことにより，この危機を乗りこえることができました．消耗品事
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業をなんとしても作るんだという，トップの強い意志があったことが最も大きかったと思います．
このような経過があったわけですが，改めてキヤノンの創業からの流れの中で，バブルジェット
技術の歴史を振り返ってみたいと思います．どの会社もそんなに強いポリシーが継続してあるわけ
ではないと思うのですね．社長の個性も出ると思います．キヤノンの創業者は，戦後，とにかく会
社を興そうよと，何をやるかは非常にフレキシブルだったといわれています．写真を撮るのが趣味で，
ライカのカメラにあこがれ，これと同じものが日本でできないかと思ったのが会社創業のきっかけ
と聞いています．
2代目の前田社長というのは営業の人で，3代目の賀来社長の時代にインクジェットを始めました．
この方は経理が専門でした．賀来さんは費用対効果を重視し，業績を劇的に好転させた社長として
知られています．経理担当なので，技術のことは当時研究所長だった山路（敬三）所長に任せてい
たように思います．
山路さんは技術出身で，研究テーマの継続か中止かの決定には大変厳しい方でした．そのままで
したらバブルジェットは整理される運命にあったかもしれません．その後，山路さんが社長に昇進し，
創業者の長男である御手洗肇さん研究所長としてこられ，先にお話した研究所の改革でインクジェッ
トが 4大テーマのひとつに選ばれました．これがバブルジェットの継続にはとてもラッキーだった
と思うのですね．さらに，アムステルダムでの発表で HPと協同開発というかたちでつながったわ
けです．御手洗肇さんがスタンフォード大学在学中の同じ研究室に，後に HP社の副社長なった方
がいたことが，キヤノンと HPの共同開発がうまく行った要因のひとつと思っています．これらの
ことがなければ，財務的な観点から，テーマの継続は難しかったのではないかと思っています．
山路社長の後をついで社長に就任された御手洗肇さんは，1995年に病気で突然お亡くなりになり，
その後，御手洗富士夫さんが社長に就任されました．富士夫社長は，経理と営業の方ですが，研究
開発にはリスクはあっても積極的に投資を惜しまない方でした．
バブルジェットに対しても，捺染とか，液晶用カラーフィルターへの新規応用の研究を応援して
くださいました．富士夫社長の下で好調な業績が続き，手元資金が豊富になったので，オセとかトッ
キとか積極的にM&Aで，次世代の事業計画を進めているように見受けられます．
一方キヤノンの後輩から聞いた話しでは，社長は資金が豊富で新規投資案件を切望しているのに，
内部からなかなか新規提案が来ないと嘆いているとの声が聞こえてきます．会社が貧乏なときには
新規事業の案件がたくさん提案されたのに，資金豊富になったら提案が無いというのは，皮肉なも
のですね．
司会：本日はお忙しいところお越し下さり，誠にありがとうございました．
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